
基
本
政
策

以
上
の
基
本
姿
勢
を
根
底
に
据

え
た
上
で
、
今
後
の
市
政
運
営
の

根
幹
と
な
る
五
つ
の
信
条
お
よ
び

14
政
策
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま

す
。第

一
信
条
は
、
『
絆
』
す
な
わ

ち
『
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
登
別
の

創
造
』
で
す
。

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
活
か

し
、
市
民
の
暮
ら
し
を
脅
か
す
多

様
な
危
機
に
対
処
で
き
る
よ
う
、

危
機
管
理
体
制
の
整
備
を
最
優
先

に
進
め
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
の
対
話
を
通
し
て
『
協
働
』

に
よ
る
防
災
・
減
災
の
行
動
規
範

づ
く
り
に
努
め
、
危
機
を
乗
り
越

え
る
登
別
の
『
絆
』
を
強
固
に
し

て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
信
条
の
実
現
を
図
る
た
め

に
次
の
4
政
策
を
重
点
政
策
と
し

て
推
進
し
ま
す
。

第
一
は
、
『
時
代
に
即
し
た
消

防
体
制
の
充
実
と
消
防
力
の
強
化
』

で
あ
り
ま
す
。
主
に
防
災
セ
ン
タ

ー
機
能
を
兼
ね
備
え
た
新
消
防
庁

舎
建
設
構
想
を
含
む
消
防
機
能
の

再
編
な
ど
の
施
策
に
取
り
組
み
ま

す
。第

二
は
、
『
防
災
・
減
災
の
視

点
で
の
都
市
基
盤
整
備
』
で
あ
り
、

主
に
小
中
学
校
を
含
む
公
共
施
設

の
再
編
を
踏
ま
え
た
中
核
施
設
に

お
け
る
災
害
対
応
力
強
化
の
検
討

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
三
は
、
『
災
害
時
に
お
け
る

市
民
と
の
情
報
共
有
や
公
・
民
連

携
の
推
進
』
で
あ
り
、
主
に
津
波

浸
水
時
に
お
け
る
一
次
避
難
か
ら

二
次
避
難
等
へ
の
体
制
づ
く
り
や

災
害
時
に
お
け
る
公
・
民
連
携
の

行
動
指
針
策
定
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

第
四
は
、
『
防
災
・
減
災
の
た

め
の
市
役
所
機
能
の
拡
充
』
で
あ

り
、
主
に
各
種
災
害
時
の
職
員
体

制
の
構
築
と
訓
練
の
実
施
な
ど
に

取
り
組
み
ま
す
。

第
二
信
条
は
、
『
力
』
す
な
わ

ち
『
オ
ー
ル
登
別
で
地
域
の
活
性

化
』
で
す
。

世
界
的
に
激
変
す
る
社
会
構
造

が
地
域
に
も
深
刻
な
影
響
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
経

験
に
と
ら
わ
れ
ず
新
た
な
成
長
に

向
け
て
公
・
民
連
携
に
よ
る
オ
ー

ル
登
別
で
の
地
域
活
性
化
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
地
場
活
用
・
地

元
発
注
を
よ
り
強
力
に
推
進
し
ま

す
。ま

た
、
自
然
資
源
豊
か
な
登
別

の
特
性
を
活
か
し
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
新
た
な
展

開
を
目
指
し
、
登
別
に
躍
動
す
る

『
力
』
を
み
な
ぎ
ら
せ
て
ま
い
り

ま
す
。

こ
の
信
条
の
実
現
を
図
る
た
め

に
次
の
3
政
策
を
重
点
政
策
と
し

て
推
進
し
ま
す
。

第
一
は
、
『
観
光
振
興
等
経
済

の
活
性
化
を
軸
と
し
た
新
た
な
地

域
の
魅
力
創
造
』
で
あ
り
、
主
に

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
※
）
に
向

け
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

※ 

ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
、

交
流
や
体
験
を
重
視
し
た
新

し
い
タ
イ
プ
の
旅
行
の
こ
と
。

地
域
主
体
で
の
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
旅
が
提
供
で
き

る
た
め
、
地
域
活
性
化
の
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
は
、
『
市
内
企
業
等
の
支

援
と
雇
用
機
会
の
拡
充
』
で
あ
り
、

主
に
異
業
種
参
入
や
新
分
野
進
出

を
目
指
す
市
内
中
小
企
業
の
支
援

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
三
は
、
『
民
間
資
金
等
の
活

用
に
よ
る
公
共
施
設
等
整
備
の
促

進
』
で
あ
り
、
主
に
民
間
の
技
術
・

資
金
を
活
用
し
た
公
共
施
設
等
整

備
方
針
の
策
定
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

第
三
信
条
は
、
『
夢
』
す
な
わ

ち
『
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
輝
く

ま
ち
づ
く
り
』
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
す
く
す
く
育
つ

ま
ち
は
、
市
民
全
て
の
願
い
で
す
。

若
い
世
代
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
の
心
を
耕
す
教
育
環

境
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
教
育
施
設
の
耐
震
化
を

進
め
安
全
で
安
心
で
き
る
教
育
環

境
の
確
保
に
努
め
、
登
別
に
子
ど

も
た
ち
の
伸
び
伸
び
と
し
た
『
夢
』

を
育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
信
条
の
実
現
を
図
る
た
め

に
次
の
3
政
策
を
重
点
政
策
と
し

て
推
進
し
ま
す
。

第
一
は
、
『
就
学
前
児
童
の
保

育
・
教
育
環
境
整
備
の
創
造
』
で

あ
り
、
主
に
市
立
保
育
所
の
民
間

活
用
の
検
討
な
ど
子
育
て
環
境
の

充
実
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
二
は
、
『
安
全
で
特
色
あ
る

教
育
環
境
の
創
造
』
で
あ
り
、
主

に
防
災
機
能
を
備
え
た
鷲
別
小
学

校
の
改
築
や
『
幼
保
・
小
・
中
』

校
種
間
の
連
携
促
進
な
ど
に
取
り

第
一
信
条

絆
第
二
信
条
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